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要　旨　特別支援を必要とする子どもの言葉の力を伸ばすための有効な教育方法としてのア
クティブ・ラーニングに着目し，その研究に取り組んだ。そして，研究を進めるために四つ
の視点①主体的な言語活動を設定する，②論理的思考力を伸ばす深い学びを行う，③協働的
学びの方法を工夫する，④学びのプロセスを自覚する，を設定し，児童.生徒にアセスメン
トを行い，それに応じた学習の展開を図った。

キーワード　アクティブ・ラーニング　ユニバーサルデザイン　アセスメント
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つなげる，主体的な学びの過程が実現でき
ているかどうか。（『論点整理』教育課程企
画特別部会・論点整理，平成27年８月26日，
18頁）

　「アクティブ・ラーニング」という文言から，
活動中心のイメージはあるが，１）では，「深
い学び」が意識されている。２）では，前回の
学習指導要領改訂の柱の一つであった「言語活
動の充実」の中の「対話的な学びの過程」が強
調されており，３）では，主体的な学びとその
振り返りが強調されていると言えよう。
　このアクティブ・ラーニングは，また特別支
援を必要とする子どもたちにとっても非常に有
効なものである。クラスの中で遅れて進む子へ
の学びの支援の方法の一つとしてユニバーサル
デザインが着目されてきているが，山本早苗は
このことについて次のように述べている。
　　国語授業の現状として，「言語活動の充実
を目指し，言語活動の具体化を図る授業」や
「子ども主体の学びを目指し学習意欲の向上
や単元の見通しを持てるようにする授業」「協
働的な学びを目指し，話し合い活動やグルー
プワークを重視した授業」などに向けて授業
改善を図っている。このことは，アクティ
ブ・ラーニングと重なるものである。（山本
早苗「ユニバーサルデザインの視点でのア
クティブラーニング」『教育科学国語教育』
No.797，2016年５月，77頁）

　そして山本はこの国語授業の改善点とユニ
バーサルデザインを結びつけるための次のよう
な視点を提示している。
　　国語科授業のアクティブ・ラーニングのプ
ロセスにおいて，次のような視点でユニバー
サルデザインの具体化を図る。

　　・全員の子どもが主体的に楽しく学ぶ…学
びの主体

　　・お互いを尊重して交流して学ぶ…協働的
な学び

　　・自己の学びを振り返り活用する…学びの
自覚（前掲資料に同じ，78頁）

　さらに，香川県教育センターではアクティ
ブ・ラーニングについて次のような提言をして

１　研究テーマについて

　読むこと・書くことの言語力は国語科のみな
らず，全ての教科の基礎学力となる。そういう
子どもたちに，これらの学習基礎力となる読む
こと・書くことの学力を保障するための指導方
法の開発に，これまで５年間取り組んできた。
初年度にはその有効な方策について探り，10の
観点を見いだした。２年目には，この観点のう
ち，とくに「視覚化」に焦点を置き，板書やビ
ジュアルツールやノート指導などの視覚的支援
に焦点化した研究を進めてきた。さらに３年目
には，「単元を貫く言語活動」の研究に取り組
んできた。そして，４年目には比較思考による
限定発問のあり方を研究した。そして，昨年は
ICT機器を活用した授業のあり方について研究
した。これらの研究は，明治図書の研究図書及
び毎年の教育実践総合センターの紀要に発表を
続けている。
　そして，本年は，今話題のアクティブ・ラー
ニングを取り入れた学習支援の方法について研
究する。アクティブ・ラーニングとは子どもた
ちが主体的・対話的・協働的に学ぶ教育の方法
である。子どもたちの思考を活性化し，どの子
も格差なく，落差なく，段差なく主体的に学ぶ
ための方法である。その方法としては，プロ
ジェクト学習，フィールドワーク，プレゼン
テーション，レポート・ライティング，演習，
実験，調査，体験活動など様々に開発されてき
ているが，我々が目指すのはこのアクティブ・
ラーニングによる特別支援を必要とする子ども
の言葉の力の獲得である。文部科学省の論点整
理ではアクティブ・ラーニングについて，次の
ように書かれている。
　１）習得・活用・探究という学習プロセスの

中で，問題発見・解決を念頭に置いた深い
学びの過程が実現できているかどうか。

　２）他者との協働が外界との相互作用を通じ
て，自らの考えを拡げ深める，対話的な学
びの過程が実現できているかどうか。

　３）子どもたちが見通しを持って粘り強く取
り組み，自らの学習活動を振り返って次に
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いる。
　１　「深い学び」の過程を実現！
　２　学びを深める問題の発見・解決のプロセ

ス！
　３　学びを深める思考の可視化！（香川県

教育センターリーフレットNo.4，2016年６
月）

　この「深い学び」とは言語活動の「質的充実」
を図るということであるが，吉川芳則は，この
アクティブ・ラーニングの「質的充実」のため
に「優先的に育てるべき思考力として論理的思
考力を位置づけて，アクティブ・ラーニングの
授業開発を試みる」として，その論理的思考力
として次の四つを提示している。
　　A「比較」「類別」　B「順序」　C「原因・理由」　
D「推理・推論」（吉川芳則編『アクティブ・
ラーニングを位置づけた中学校国語科の授業
プラン』明治図書，2016年，13頁）

　これらの提言を踏まえて，我々は，「読むこ
と・書くことの習得が困難な児童・生徒に対す
る学習支援の方法」としてのアクティブ・ラー
ニングの視点を次の４つに置く。
　１　主体的な言語活動を設定する。（自分の

考えを言語【読み書き聞く話す】で表現す
る。子どもが問題解決の見通しを持って取
り組む。プロジェクト学習，フィールド
ワーク，プレゼンテーション，レポート・
ライティング，演習，実験，調査，体験活
動などの具体的な学習活動を展開する。）

　２　論理的思考力を伸ばす深い学びを行う。
（A「比較」「類別」　B「順序」　C「原因・
理由」　D「推理・推論」）

　３　協働的学びの方法を工夫する。（ペア学
習，グループ学習などの相互学習）

　４　学びのプロセスを自覚する。（振り返り
と身に付けた方法の活用と展望）

　また研究を進めるに当たってはこれまでと同
様に特別支援を必要とする児童．生徒にアセス
メントを行い，それに応じた学習の展開を図る
ことにする。
　以上，アクティブ・ラーニングに関する４つ

の共通の視点を持って協同研究を進めていくこ
とにした。

小学校１年生　実践事例①
（１）研究の対象
　香川大学教育学部附属坂出小学校平成28年度
１年東組（35名：男子17名女子18名）
（２）対象児童A
　情報の統合，社会性認識等に問題を抱えてい
るため，たくさんある情報をまとめることがで
きにくい。また，友達との関係も築きにくいた
め，協働場面で友達とうまく関わることができ
ない可能性が考えられる。学習意欲にも波があ
るため，自分の興味・関心があるかないかで大
きく学習意欲が変化する傾向がある。
（３）授業の実際
　子どもたちは，教師が作成した物語を読ん
で，自分も同じように物語を作ることができな
いかと考えた。そこで，物語を作るためにはど
のような手順で考えていけばよいのか，学習の
計画を立て，計画に沿って，学習を進めていっ
た。また，その過程で，出てきた新たな課題に
ついても，友達と一緒に解決していきながら，
楽しく，分かりやすい物語を書くことを目指し
て学習していった。
①　主体的な言語活動の設定
　物語を書くという言語活動を，より子どもた
ちが主体的に取り組むことができるようにする
ために，物語を書いた後に誰に読んでもらいた
いかという相手意識を子どもたちに設定させ
た。その中で出てきた，クラス全員の物語を集
めれば図書館になるのではないかという意見を
取り上げ，この学習の最終目的を「お話を作っ
て１東図書館を開こう」と設定した。
②　論理的思考力を伸ばす深い学び（B「順序」）
　物語を詳しくするために，自分の物語に，
「出来事や，物，人物」を加えていけばよいこ
とを全体で学習した。また，その中で，教師が
意図的に，起こった出来事の順序を無視して並
べることで，子どもたちに，順序よく出来事を
構成することの大切さを感じ取らせた。その
後，子どもたちは，自分の物語を詳しくするた

－3－



めの出来事を，短冊に書いていき，どの順序に
並べれば，物語の流れに合うか考え，短冊を並
べながら物語を構成していった。この際に，何
度も貼り替えができ
る短冊を使用する
（図１）ことで，付
け加えたいことが
あった際にも，容易
に付け加えることが
できるようにした。
③　協働的学びの方法の工夫
　単元を通して，友達と関わってよかったこと
を，振り返りカードに記録し，積み上げていく
ことで，協働することのよさを実感させた。こ
のような活動を繰り返していくことで，子ども
たちは，困ったときは自然と友達と関わろうと
するようになっていった。また，相談したいと
きは自由に友達と考えることができる時間を設
定した。
④　学びのプロセスの自覚
　学習の計画を立て学習していくことや，それ
ぞれの学習の振り返りを記入して残していくこ
とで，自分がどのように学習してきたか，物語
を作るにはどのような手順をおえばよいか振り
返り，他の作品作りをする際にも生かすことが
できるようにした。
（４）成果
　たくさんの人に読んでもらいたいという目的
意識があったことで，意欲的に学習に取り組む
ことができていた。また，短冊を貼るといった
操作性があり，改善が容易な活動を取り入れた
ことで，自分の物語をよりよくしようと，最後
まで考えたり，２つ目の作品を作ろうとしたり
する姿が見られた。

小学校２年生　実践事例②
（１）研究の対象
　香川大学教育学部附属高松小学校平成28年度
１年月組（25名：男子12名，女子13名）
（２）対象児童B
　文字の形態識別，長期記憶（知識），視覚－
運動の協応等に問題を抱えているため，文字を

書くことが苦手であり，理解力が低い。対人関
係に，やや困難性が見られる。
（３）授業の実際
　説明文「歯がぬけたらどうするの（東京書籍
１年）」を読んで，各国のやり方の似ている所
や違う所を見付けることで，筆者の分かりやす
い書き方を探していく授業を行った。共通教材
として，教科書の本文を用いながら，言葉と言
葉，言葉と文を見比べながら表作りにも取り組
んだ。文章を読み，それについて考えたことや
調べたことを友達と語り合うことで，説明文に
対する新たな見方や考え方が育まれた。
①　主体的な言語活動の設定
　「筆者の分かりやすい書き方を見付ける」と
いう視点で，説明文を読む。授業では，「日本
と中国では，歯が抜けたらどうするの」等の課
題について友達と交流をし，それらの似ている
所や違う所を見付けていく中で，【すること】
の詳しい観点を出していく。
②　論理的思考力を伸ばす深い学び（A「比較」）
　教科書に掲載されている６つの国の文章を，
２ヶ国ずつ比較することで，問いに対する答え
の書き方の特徴について，読み取りをした。ま
た，似ている所や違う所を表にして視覚化する
ことにより，どこが似ていてどのように違うの
かを，言葉や文に着目して考えられるように
なった。全文を掲示して共通点や相違点を視覚
化することで，比較することの良さを感じた。
③　協働的学びの方法の工夫
　本文への書き込み（線を引く，丸で囲む。）
や表をもとにペア，全体で交流をした。また，
自分の書き方交流タイムによって，自分にとっ
て分かりやすいまとめ方を考えられた。
　本文への書き込みや表作りが，時数を重ねる
ごとに質が高まり，量も増えていくことで，学
びへの有用感を感じられるようにした。ペアで
の交流や，その後の全体交流を聞くことによっ
て，新たに気が付いた，似ている所や違う所を
本文に書き加えていた。量は少ないが，本文に
書き込むことで，自分で見付けた “筆者の分か
りやすいポイント” を整理していくことができ
た。

図１【短冊に書く】
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④　学びのプロセスの自覚
　Bは，比較読みの回数を重ねるごとに，本文
への書き込みや表作りにおいて，自分の考えを
表現することができた。この説明文において筆
者は伝えたいことがあるから，相手に分かりや
すく書いている，その分かりやすさとは何か？
という問いについて，理由を明らかにして述べ
ることができてきた。比較した結果，自分で似
ている所に☆マークを付け，視覚的に分かるよ
うに書き込みをした。友達がしていなかったそ
のやり方を賞賛すると，喜んでいた（図２）。

（４）成果
　字を書くことに苦手意識を持ち，意欲はある
が集中力が続かないBが，説明文を読んでまと
めることができたのは，主体的・対話的な活動
を通し，自己の読みを深めることができたから
だと考える。Bのように特別支援の必要な児童
にこそアクティブ・ラーニングは有効であり，
今後もこのような授業を積み重ねることで更に
伸びていくだろうと十分期待できる。

小学校３年生　実践事例③
（１）研究の対象
　香川大学教育学部附属高松小学校平成28年度
３年白組（32名：男子16名，女子16名）
（２）対象児童C
　大変幼く自立できず，対人関係にやや困難が
見られる。文字の形態識別，視覚的短期記憶，
言葉の想起につまずきが見られる。

図２【書き込んだ箇所をペアで伝え合う】

（３）授業の実際
　単元「音読で気持ちを読み取り，伝え合い，
表現しよう」で物語文「モチモチの木」の豆太
の気持ちを考える学習において，場面毎に音読
で豆太は強い心か，弱い心か，を読み取る授業
を構想した。
①　主体的な言語活動の設定
　音読を用いて豆太の気持ちを想像し，一人読
みでの気づきを書き込んだ教材文をもとにグ
ループで交流した後，全体で学び合った。音読
を「読み取り」「伝え合い」「表現」といったど
の段階にも取り入れることで，一つの言語活動
を繰り返すことができ，主体的な学びを成立さ
せた。
②　論理的思考力を伸ばす深い学び（A「比較」
「類別」→D「推理・推論」）
　豆太はその時強い心だと感じたら赤色で，弱
い心だと感じたら青色で示すようにした。第四
場面後半のグループ交流でシールの色を見たC
は「この場面は赤シールばかりだ」と，他場面
と比較し，類別した。また，豆太の気持ちだけ
でなく，対人物であるじさまとの関係を推論す
ることができた。
③　協働的学びの方法の工夫
　４人でグループ学習を８分間行い，教材文に
赤，青シールを貼って自分の読みを書き込ん
だ。その後，２分間他グループの教材文への書
き込みを見て回ることで，全体交流への意欲化
を図った。
④　学びのプロセスの自覚
　各場面の読み取りとして，これまでの物語文
での学びを生かしたり全員で共通理解したこと
を使ったりして一人読みを進めていくようにし
たが，第一場面で一人読みができなかったのは
Cだった。しかし，第一場面のグループ交流で
友達の読みを知ることで第二場面からは一人読
みができ，それを書き込んだ教材文シート（図
３）をもとに，グループの友達と豆太の気持ち
を中心に交流して音読しながら深めていくこと
ができた。
（４）成果
　Cは，毎時間の一人読み→グループ交流→フ
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リー交流→全体交流を繰り返すうちに，音読を
用いて人物の気持ちを想像し，友達と交流する
中で更に音読して深めるという学びに自信をも
てるようになった。Cの書いた毎時間のふり返
りからもそれを見取ることができるし，第四場
面後半の全体交流では「この場面は赤シールば
かりだ。」という気づきから「豆太の強い心が
分かる」いう発言を出した後，授業の終盤では
「『モチモチの木に灯がついたのを見られたこ
と』は『じさまを助けたお返し』で『豆太とせっ
ちんに行くじさまへのお礼』とつながっている
と思う」と，自分の読みと友達の読みのつなが
りを推し測って発言することもできた。
　音読という一つの言語活動で，一人読みやグ
ループ交流，全体交流を行えた。Bのような児
童にとって，一人読みでもグループ交流でも，
音読を通して生まれた自分の読みを色で明らか
にすることで，主体的・対話的・協働的な学び
を行うことができ，有効だった。

小学校４年生　実践事例④
（１）研究の対象
　香川大学教育学部附属坂出小学校
　平成28年度４年西組
　（35名：男子18名女子17名）
（２）対象児童D
　言葉の意味認識，言葉の解釈，情報の統合等
に課題がある。文章を読むことに抵抗があるた
め，文字量が多い文章に対しては意欲が下が
る。文章から人物の気持ちや筆者の意図を考え

ることは苦手である。友達との話し合い活動は
好きだが，じっくりと思考して自分の考えをま
とめていくことには苦手意識がある。
（３）授業の実際
　図書室で本を借りる際に，「何を借りたらい
いのか分からない」とか「読みたい本がない」
等と，本選びに困っている子どもがいた。そこ
で，子どもたちは，自分の心に残った物語を
「主人公紹介ブック」（図４）で伝え合い，もっ
とみんなが読書を楽しめるようにしたいと考え
た。最初に紹介ブック作りにおいて，子どもた
ちが不安に思っていることや工夫できそうなこ
と等を共有しておき，それをもとに学習の計画
を立てて，授業を展開していった。
①　主体的な言語活動の設定
　「主人公紹介ブック」でお気に入りの物語を
紹介するという言語活動を設定した。主人公紹
介ブックとは，主人公の人物像と，心に残った
場面の主人公の気持ちを吹き出しに書いて，本
の形にまとめたものである。複数の場面の主人
公の気持ちを表すことで，人物の気持ちの変化
を表出することができると考えた。紹介する相
手や，紹介する本の文章量については，自分の
思いや実態に合ったものを選択できるようにし
た。
②　論理的思考力を伸ばす深い学び（A「比較」）
　まずは教科書教材『走れ』を使って，全員で
主人公のぶよの人物像を捉えていった。既習の
学びを生かして，主人公の行動と会話に着目し
ながら物語を読み，自分が捉えた人物像を付箋
に書いて，その叙述の横に貼らせた。その際に
は，「前後の場面での人物像との比較」，「自分
の経験や体験とつないで，その時の自分の行動
や気持ちとの比較」を意識させた。
③　協働的学びの方法の工夫
　自分で書いた付箋を持ち寄り，グループでよ
く似た考えをまとめたり，友達の意見に対して
質問したりする等の話し合いの時間を設けた。
例えば同じ「家族思い」という言葉でも，根拠
とする叙述が違っていたり，同じ叙述から異な
る人物像を捉えていたりすることに気付き，主
人公の人物像や気持ちについて，自分の考えを

図３【Cの教材文シート】
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広げたり深めたりすることができた。その後，
グループで解決しなかった問題については，全
体で考える場を設けた。
④　学びのプロセスの自覚
　友達の考えを聞いて納得できたものは自分の
ノートに青で加筆し，それを参考にしながら，
自分の考えをまとめていった。友達との交流を
通して，自分の学びが深まったことを視覚的に
捉えることができるようにした。

（４）成果
　共通教材と自分のお気に入りの物語とを並行
しながら，スモールステップで進めたことで，
D児のような国語に対して苦手意識のある子ど
もも，自分の力で主人公紹介ブックを仕上げる
ことができたという喜びを実感することができ
た。「共通教材で学んだことを使えば，自分に
もできる」という安心感が，学習に対する意欲
につながったのだと思う。

小学校５年生　実践事例⑤
（１）研究の対象
　香川大学教育学部附属高松小学校平成28年度
５年緑組（31名：男18名女13名）
（２）対象児童E
　学習意欲があり，音韻識別，聴覚的短期記憶
は優位であるので，授業中の対話はできる。し
かし，文字の形態識別，言葉の想起，情報の統
合，視覚的短期記憶，長期記憶（知識）に問題
を抱えており，文章を読むことも，筋道立てて
考えたり，自分の考えを書いたりすることも苦

図４【主人公紹介ブックの製作】

手である。
（３）授業の実際
　「和の文化を受けつぐ－和菓子をさぐる」を
通して，自分も和の文化の担い手であること
や，その文化を受け継いでいくことの大切さに
気付けるようにする。そのためには，文章構成
（序論・本論・結論で構成されている。本論では，
和菓子について３つの観点から説明するという
構成になっている。）を理解し，自分の調べや
発表につなげられるようにする必要があった。
①　主体的な言語活動の設定
　13時間扱いの単元である。まず，「和の文化
について調べて説明会を開く」というゴールを
明確にして学習を展開していった（図５）。本
教材を読むことと平行しながら，児童それぞれ
が自分の興味・関心のある和の文化について複
数の本や文章などを選んで読んだ。そして，伝
えたいことが明確になるように構成を考えて説
明する会を開くことを設定した。

②　論理的思考力を伸ばす深い学び（見つけた
観点の比較）

　本教材は，本論の中で「和菓子の歴史」「ほ
かの文化とのかかわり」「和菓子文化を支えて
きた人」という３つの観点について書かれてい
る。この観点を見つけた後，自分が調べている
和の文化を説明するときの観点を考えた。
　「『歴史→他国とのかかわり→人』という観点
の順序は，大まかなところから細かいところへ
視点を移すことができる書き方だ。」「歴史とい
う外枠をつくってから，その中を詳しく書いて
いける書き方だ。」など，筆者の観点をそのま
ま自分の調べたことに適用するのではなく，観

図５【単元のゴールとそれに向かう計画】
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点の順序性にも気付くことができた。
③　協働的学びの方法の工夫
　「和の文化」といっても，児童が興味・関心
を持つものは，衣に関係したもの，食に関係し
たもの，住に関係したものと様々であった。ま
た，その調べた内容の深さも様々であった。し
かし，互いに調べたことを発表し合い，聞き合
うことで自分に足らない観点に気付くことがで
きた。また，自分の調べた内容が友達の調べた
内容とつながったり，個々が調べたことを総合
的に考え，日本の文化について，その多様さや
奥深さも実感できたりした。
④　学びのプロセスの自覚
　自己の変容に気付けるように，学び方全体を
振り返る時間を設定した。本文を読み取り，ど
んな観点が必要なのかが分かる段階，自分の調
べたい和の文化が見つかり，情報を集める段階，
本文の観点を参考に説明文を書く段階，説明会
を開いた後など，表現物をもとに振り返った。
　Eは，友達と自分が調べたことを話し合った
ところが成果につながったと振り返っていた。
友達が同意してくれると自信につながり，「調
べてよかった。言ってよかった。」と思えたよ
うだ。
（４）成果
　Eが，説明会に向けて意欲を持続できたの
は，主体的・対話的な活動を通し，自己の読み
を深めることが出来たからだと考える。今後
も，この「学習してよかった。」という経験の
積み重ねられるように授業を組織していくこ
とがEはもちろん，一人一人の未来志向につな
がっていくものと期待している。

小学校５年生　実践事例⑥
（１）研究の対象
　香川大学教育学部附属坂出小学校
　平成28年度５年東組
　（35名：男子18名女子17名）
（２）対象児童F
　学習意欲に波がある，言葉の解釈，意味認識
等に問題がある。情報量の多い資料に対しての
学習意欲は低い。小グループでの対話はできる

が，学級全体に自分の考えを発表することは苦
手である。筋道立てて考えたり，自分の考えを
相手に分かりやすくまとめたりすることも苦手
である。
（３）授業の実際
　子どもたちは，教師が作成した物語推薦カー
ドを読み，自分も同じように作ってみたいと考
えた。そこで，自分の心に残った物語を友達に
推薦するためには，どのように学習を進めて行
けばよいか計画を立て，その計画に沿って学習
を展開した。その過程で，登場人物の心情を表
す叙述に着目し，読みを深めていった。友達と
話し合いながら，物語のおもしろさがよく伝わ
る推薦カードになるように学習を進めていっ
た。
①　主体的な言語活動の設定
　「推薦カード」で自分の心に残った椋鳩十作
品を友達に推薦するという言語活動を設定し
た。子どもたちが主体的に取り組むために，推
薦する相手を考えさせ，図書室に掲示すると全
校生に推薦した物語を読んでもらえるという子
どもたちの考えを生かし，それらをまとめて，
全校生に椋鳩十作品を読んでもらえるような推
薦カードを作ろうという最終目的を設定した。
②　論理的思考力を伸ばす深い学び（「C類別」）
　推薦するために登場人物の心情に着目して詳
しく読みとる大切さに気付いた子どもたちは，
まず行動と会話に着目して読み進めた。文中の
行動と会話に色分けした線を引いた。そうする
ことで，行動と会話以外にも登場人物の心情を
表している情景描写があることに気付いていっ
た。
③　協働的学びの方法の工夫
　話し合いの約束をもとに話し合うことでどの
子も安心して交流することができた。個人解決
の後，話し合いが必要な場合は子どもが挙手す
ることで，話し合いの時間を設定した。話し合
いの際には，自分の考えが持てている場合，自
分の考えを持ててはいるが自信のない場合，ま
だ考えが持てていない等，どの程度考えが持て
ているかを最初に伝え合い，発表する順番を工
夫することで，より深まりのある話し合いを設
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定することができた。
④　学びのプロセスの自覚
　心情に着目して読み進めていく中で，登場人
物の心情がよく伝わってくる叙述を見つけて
行った。それをワークシートに書きためていく
ことで，行動・会話・情景描写に着目して読み
取ってきた心情の深まりを実感できるものと
なった。また推薦カードの心情がよく伝わって
くる叙述をおすすめの一文を書く際に，ワーク
シートに書きためてきた叙述の中から選ぶこと
ができた。
（４）成果
　子どもたちと学習の最終目的を決めたことで
単元を通して目的意識を持つて物語を読むこと
ができた。また，友達と協働しやすいように話
し合いの約束を設定したことで，文章を書いた
り，推敲したりするのが苦手な子どもでも，推
薦カードを完成させることができた。

中学校１年生　実践事例⑦
（１）研究の対象
　香川大学教育学部附属高松中学校平成28年度
１年２組（40名：男子21名女子19名）
（２）対象生徒G
　自分の考えを表現したり，他者に伝えたりす
ることに自信がなく，特に「書くこと」に苦手
意識を持っている。学習意欲はあるものの，集
中力が持続せず，活動が遅れがちになる。国語
科スクーリングテストでは，言葉の想起，文字
の形態弁別，言葉の意味認識，長期記憶につま
ずきがある。
（３）授業の実際
　「少年の日の思い出」を読んで学習したこと
を，「書くこと」の活動に活用できるような授
業を行った。
①　主体的な言語活動の設定
　「情景描写を使って，小説の冒頭場面を創作
する」ことを単元終末の言語活動として設定し
た。授業では，物語全体の学習後，再度冒頭場
面の情景描写に焦点をあて，表現の工夫や効果
について，自分の考えを持つたり，交流したり
することで，情景描写を使って書くときの視点

や観点を得られるようにした。
②　論理的思考力を伸ばす深い学び（A「比較」）
　冒頭場面の情景描写に着目し，一文がある文
章とない文章とを比較して，表現の工夫や効果
について，根拠や理由をもとに，自分の考えを
持つことを目指した。
　また，情景描写を使って創作する際，Y
チャート（図６）を使って，自分が設定した冒
頭場面の「見えるもの」「聞こえるもの」「登場
人物が考えたことや感じたこと」について視覚
化することで，ねらった表現の工夫と効果の結
びつきを意識しやすくしたり，他者と比較する
ことで新たな視点をもてるようにしたりした。

③　協働的学びの方法の工夫
　Yチャートを使って４人グループで交流し，
自分が気付かなかった視点を持つことができ
た。また，グループ活動や全体交流でホワイト
ボードを活用しながら意見をまとめ，学習の振
り返りに生かすことができた。
④　学びのプロセスの自覚
　「少年の日の思い出」で学習したことをもと
に，情景描写を使って小説の冒頭場面を創作し
た。「情景描写を使ってどのような効果をねら
うのか」，「そのためにどのような言葉や表現を
使うのか」を考えてから書くようにした。
（４）成果
　初めは，「聞こえるもの」に「雨の音」だけ
書いていたが，グループ交流の後，自分にはな
かった視点を書き込み，さらに残りの２つの欄
にも自分の考えを書くことができた。創作した
冒頭場面では主人公の不安な気持ちを「雨の音」
で表したり，気持ちの変化を「雨から晴れ」と
いう天気で表したりしていた。Gは書いた作品

図６【Gが作成したYチャート】
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を交流しているときも，自信なさそうにしてい
たが，「主人公の不安の高まりを情景描写で表
現しているところがおもしろい」など，友人に
ほめてもらったことで「主人公の気持ちの変化
を伝わりやすく表現できた」「情景描写を使う
ことで，より小説を楽しめたり，同じことでも
表現を工夫すればよりよくなったりすることが
分かった」と感想に書いていた。
　「少年の日の思い出」の冒頭場面の情景描写
に着目し，表現の工夫や効果について考えた
り，考えたことを交流したりする中で，これま
で何となく読んでいた言葉や無関係だと思って
いた表現にも筆者の様々な工夫が隠されていた
ことに気付くことができた。また，小説を読む
ときの新たな視点を知り，言葉や表現の有用性
を実感したことで，主体的に「書くこと」にも
つながったのではないかと考える。

中学校２年生　実践事例⑧
（１）研究の対象
　香川大学教育学部附属高松中学校平成28年度
２年１組（39名：男子19名女子20名）
（２）対象生徒H
　生徒Hは読むことが苦手で，黙読も音読も時
間がかかる。また書くことを厭うので，学習意
欲にムラがある。国語科スクーリングテストで
は，言葉の解釈，情報の統合，空間認知，長期
記憶につまずきがみられた。
（３）授業の実際
　『平家物語』の「扇の的」をPRする「３分間
CM」の製作のため，言葉や表現に向き合い作
品の魅力に迫る授業を行った。対象を香川県の
小中学生に定め，CMを観ると『平家物語』を
読んでみたくなるように，伝える内容や伝え方
の工夫を考えることとした。このような単元の
設定により，音読中心から一歩進んで，表現に
向き合う古典学習を目指した。
①　主体的な言語活動の設定
　言葉や表現について深く考えられるような課
題を設定し，それぞれに根拠を示して自分の考
えを伝え合う言語活動を設定した。そのうち
「祇園精舎の鐘の声はなぜ鐘の音（おと・ね）

ではないのか（作品の役割）」「風の描写は何を
表現しているのか（情景描写と心情）」「与一が
扇の真ん中ではなく，要ぎはを射切るのはなぜ
か（筆者の意図・古人の考え方）」「黒革をどし
の鎧の武士の場面は必要か（構成）」について
考え，それを『平家物語』の魅力としてCM作
成に活用させた。
②　論理的思考力を伸ばす深い学び（A「比較」
D「推論」）

　論理的思考力を伸ばす深い学びのために，A
の「比較」とDの「推論」に重点を置いた。特
に「与一が扇の真ん中ではなく，要ぎはを射切
るのはなぜか」については，導入で漫画のコマ
を比較した後，語り本系の教科書と読み本系の
「源平盛衰記」を比較して読んだ。その際，既
習事項をつないで「与一の心情」「扇の行方」「オ
ノマトペ」の３つの視点で比較し，自分の意見
をまとめた。ここでは筆者の意図や古人の考え
方と併せて推論することで課題解決する能力の
育成を目指した。
③　協働的学びの方法の工夫
　協働的学びの方法の工夫として，１人１枚の
ホワイトボードに意見をまとめ，交流会で提示
資料として使った。意見の変容は色を工夫して
書き込み，お互いの思考を可視化した。また
CM作成のためのチームでの活動の時間を十分
に設定し，得意を生かして役割を分担した。
④　学びのプロセスの自覚
　「言葉集めシート」を使って，気になる言葉
を継続して記録して，生徒に日常生活の中で語
彙を増やしていることの意識付けを行った。ま
た「CM作成のために作品の魅力を探す」とい
う学習の見通しを目標として単元の初めに示す
ことで，学習意欲を持続させることができた。
（４）成果
　生徒Hは単元を通して古文の表現に着目し，
「弓の名人，那須与一」「風で与一の心を表す工
夫」「臨場感を表す音」の３点を，『扇の的』で
香川県の子供たちに伝えたい魅力として書評
に書き，CMを製作することができた（図７）。
「要ぎは」の考察に至るまでに，「祇園精舎の鐘
の声はなぜ鐘の音ではないのか」「北風が春風
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に変わったのはなぜか」「漫画に古語でオノマ
トペをかいてみよう」などと課題の問い方を工
夫したことや，解決の糸口を比較に絞ったこ
と，意見交流活動を繰り返すこと，タブレット
を活用することなどで，生徒Hも自分の意見が
持て，他の人に伝えようという意欲にもつな
がった。

中学校２年生　実践事例⑨
（１）研究の対象
　香川大学教育学部附属坂出中学校平成28年度
２年１組（40名：男子21名女子19名）
（２）対象生徒 I
　学習意欲があり，音韻識別，聴覚的短期記憶
は優位であるので，授業中の対話はできる。し
かし，文字の形態識別，言葉の想起，情報の統
合，視覚的短期記憶，長期記憶（知識）に問題
を抱えており，文章を読むことも，筋道立てて
考えたり，自分の考えを書いたりすることも苦
手である。
（３）授業の実際
　「モアイは語る――地球の未来」を読んで，
筆者の論証の仕方に納得するか否かを判断す
る。「イースター島にはなぜ森林がないのか」
（東京書籍　小六）との共通点・相違点から，
本文には書かれていない事実をどう扱うべきか
を考える。文章を批判的に読み，それについて
他者と語り合うことで，説明文に対する新たな

図７【生徒Hによる『平家物語』の魅力】

見方やおもしろさに気づいたり，文章をうのみ
にせずに読むことの価値を実感したりする。
①　主体的な言語活動の設定
　「筆者の論証の仕方に納得するか」という視
点で批評文を書く。授業では「四つの論証で最
も重要な論証はどれか」「イースター島と地球
を類比して論じている筆者の論証は適切か」な
どの課題についての考えを交流し，それらを批
評の際の観点とする。
②　論理的思考力を伸ばす深い学び（A「比較」）
　「イースター島にはなぜ森林がないのか」と
「モアイは語る」とを比較することで，「モアイ
は語る」の文章の特徴について，自己の認識を
深めた。また，イースター島と地球を類比して
論じている筆者の論証が適切かどうかを考える
ために，イースター島と地球を比較し，ベン図
を用いて共通点や相違点を視覚化することで類
比することの妥当性を考えた。
③　協働的学びの方法の工夫
　ベン図をもとに四人組，全体で交流した。全
体交流では，パネルディスカッションを行い，
対話活動のメタ認知化を図った。 I は，それら
の活動を通して，ベン図に相違点を書き加えて
いた（図８）。量は少ないが，ベン図に書き込
むことで，自分で情報を取捨選択し，整理して
いくことができた。

④　学びのプロセスの自覚
　 I はノート１ページにわたり自分の意見を書
くことができた。筆者の論証の仕方に納得でき
ないという自分の考えについて，理由を明らか
にして述べることができている。

図８【 I が作成したベン図】
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　「モアイは語る―地球の未来」の論証の仕
方について僕は，納得できない所がありま
す。その理由は，この本は森を崩壊したの
が人だけみたいにかいているが，本当は，
ラットもすこしは森の崩壊にかんけいして
いるから，ラットのことを書くべきだと思
うので納得できない所があります。（後略）

（４）成果
　入学当初，ひらがなばかりの２，３行の文章
を書くのが精一杯だった I が，ノート１ページ
以上の意見文を書くことができたのは，主体
的・対話的な活動を通し，自己の読みを深める
ことができたからだと考える。また，教員がと
りたてて漢字指導や誤字のチェックを行ったわ
けではないのに，最終意見文では，漢字を用い
た誤字の少ない文章を書くことができた。まだ
まだ未熟ではあるが，今後伸びていくだろうと
十分期待できる。

中学校３年生　実践事例⑩
（１）研究の対象
　香川大学教育学部附属高松中学校平成28年度
３年１組（40名：男子24名女子16名）
（２）対象生徒J
　人の気持ちを理解したり周りの状況に合わせ
て行動したりすることを苦手としている。国語
科スクーリングテストでは，言葉の解釈，言葉
の意味認識，情報の統合，言語的推論のつまず
きがある。
（３）授業の実際
　山極寿一「作られた『物語』を超えて」（光
村図書３年）を読んで，主張と具体例がアナロ
ジーとなることを説明する授業を行った。
①　主体的な言語活動の設定
　主張と根拠をつなぐルールを探すことを目指
し，「人間の性質」についての主張と「ゴリラ
に起こった悲劇」という具体例が，どういう仕
組みでつながるのか説明するという言語活動を
行った。
②　論理的思考力を伸ばす深い学び（D「推理・
推論」）

　文章は人が納得するようなルールに則って書
かれてあるということを確認した上で，主張と
根拠がどういうふうにつながるのか，「つなぐ
言葉」「共通の言葉」「アナロジー」などの観点
から説明させることで，推論する能力を培おう
と考えた。
③　協働的学びの方法の工夫
　主張と根拠をつなぐルールを４人組で話し
合った。各グループにホワイトボードを準備
し，話し合いながらホワイトボードにまとめ
ていくことを通して，思考の共有化を図った
（図９）。
④　学びのプロセスの自覚
　学んだことを授業毎に書かせる「言葉の学び」
で学習したことを振り返らせると共に，その振
り返りに対して指導者がコメントを寄せること
で疑問を解消したり新たな課題に対する意欲を
向上させたりすることをねらった。

（４）成果
　他者の気持ちを理解することや周囲に合わせ
ることは，状況を丁寧に見取り真摯に対応する
ことが必要となる。Jは本実践後，「今まで気に
なっていた根拠と主張とをつなぐものを探すこ
とでよりどのことを深くいいたいのか分かっ
た」と感想を書いた。気になっていた課題に対
して主体的に活動したことで，文章の解釈につ
いて前向きに取り組めるようになった。

高等部２年生　実践事例⑪
（１）研究の対象
　香川大学教育学部附属特別支援学校平成28年
度高等部２年生
（２）対象生徒K
　知的障害があり，言葉だけの発問では理解で
きにくい。国語科スクリーニングテストから，

図９【話し合いの様子とホワイトボード】
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特に言葉の想起・解釈・意味認識，長期記憶（知
識）のつまずきが明らかになった。
（３）授業の実際
　「〇〇市の市長を選ぼう」という模擬選挙を
設定し，４人の候補者の公約を読み取って，自
分の選んだ候補者に投票するという授業を行っ
た。
①　主体的な言語活動の設定
　実際に教室を選挙会場に見立て，「受付」や
「投票用紙をもらう」などの手順を示し，さら
に矢印で進む方向を示した。何をするのか見て
分かるような場の設定を行い，投票するまでを
一人で行えるようにした。その際，「お願いし
ます」「ありがとうございます」などの言葉遣
いに気を付けることも指導した。また，候補者
名を書く際には，実際と同じように，記載台の
前面に全候補者名を掲示し，それを見ながら正
しく名前を書けるようにした（図10）。
②　論理的思考力を伸ばす深い学び
　一つ一つの公約の中からキーワードになるも
のを黒板に貼っておき，ワークシートにまとめ
ていく際のヒントとした。ワークシートは，そ
のキーワードを観点ごとに分類して書き込める
ものにした。
　また，何に力を入れた公約であるかもカード
で選択できるようにした。投票の前には，候補
者を選んだ理由を考える時間を設け，ワーク
シートにもキーワードをもとに記入するように
した。
③　協働的学びの方法の工夫
　ワークシートに公約をまとめる際には，ペア
で選んだ候補者の公約をまず一人でまとめ，そ
の後，ペアで確認し，まとめる時間を設定し
た。また，まとめたことをペアで分担して発表
し，全体の場で共有した。
④　学びのプロセスへの自覚
　授業後の振り返りで，Kは「候補者の選び方
や投票のやり方が分かった」「選んだ候補者の
名前を正しく書けた」と語っていた。また，実
際に投票するときに生かせそうなこととして，
記載台に記された候補者の名前を見て書けばい
いことを挙げていた。

（４）成果
　キーワードをヒントとして提示することで，
Kも一人で公約をワークシートにまとめていく
ことができた。また，自信のない部分について
は，ペアに相談して修正していった。18歳選挙
がスタートし，Kも来年には投票権を手にする
ようになる。実際の選挙体験に結び付けた主体
的な学習活動を行うことで，実践の場で生かし
ていける自信がついたように感じる。

３　実践研究の成果と課題

　これまでの実践の成果を，本稿序論であげた
研究の視点からまとめる。
（１）主体的な言語活動を設定する。
　どの実践も教科書を越えたリアリティーのあ
る言語活動を設定していた。特に実践事例①④
⑤⑥⑪では，相手意識，目的意識を単元の冒頭
ではっきりさせ，ゴールを設定し，ゴールに向
けての活動を計画していた。また，実践事例
②，⑨，⑩は児童・生徒に課題意識・問題意識
を持たせることから主体性を引き出そうとし
ていた。そして，実践事例③は音読表現活動，
⑦は，創作活動，⑧は３分間CMの製作など，
「表現中心」の活動を用意していた。
（２）論理的思考力を伸ばす深い学びを行う。
　以下それぞれの実践で先生方が考えて育てよ
うとした思考力は以下の通りである。
A「比較」「類別」…実践②，実践③，実践④，
実践⑤，実践⑥，実践⑦，実践⑧，実践⑨，
実践⑪

B「順序」…実践①
C「原因・理由」…実践⑪
D「推理・推論」…実践③，実践⑧，実践⑩
　これを見ると「比較」「類別」思考が非常に

図10【選挙のシュミレーション体験】
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多いことが分かる。比較と類別は，物事を言葉
でとらえていくことの基本であり，その言葉の
違いをおさえた上で，その言葉と言葉の関係が
原因と結果であるとか，理由であるとか推論し
ていくのである。
（３）協働的学びの方法を工夫する。
　それぞれの実践で取り入れていた協働的学び
は次の通りである。
ペア学習…実践①，実践②，実践⑪
グループ学習…実践③，実践④，実践⑤，実践

⑥，実践⑦，実践⑧，実践⑨，実践⑩
　この協働的学びに関しては，グループ学習が
多かった。特に小学校の高学年や中学校などで
はグループでの多様な考えの交流が求められて
いるといえよう。ただ，その場合，まず一人一
人の個人としての考えを固める場を作りあげて
から交流をさせる配慮が必要である。
（４）学びのプロセスを自覚する。
振り返り…実践①，実践②，実践③，実践④，
実践⑤，実践⑥，実践⑧，実践⑨，実践⑩，
実践⑪

身に付けた方法の活用と展望…実践①，実践
⑥，実践⑦，実践⑪

　振り返りの実践は多かった。ただ，振り返っ
たことを活用につないだということを表明して
いる実践事例はやや少なかった。
（５）今後の課題
　実践全体を通してみて，年齢差や読み書き能
力の困難さの違いは様々であっても，四つの観
点を取り入れたアクティブ・ラーニングの学習
はそれぞれに一定の成果をあげることができた
と言える。また，その四つの観点を便宜上，列
挙してあげたが，協働的に友達と学ぶことで主
体的な言語活動が生まれたり，言語活動の振り
返りによって思考力が深まったことを自覚でき
て，さらなる活用への意欲が生まれたり，友達
の異なった考えと比較することで自分の学びが
深まったと自覚するというようにこの四観点は
絡み合って深い学びを生み出す相乗効果を生み
出していると考えられる。
　さらに，この四観点の中を細かく見ると，例
えば思考力に関して言えばアクティブ・ラーニ

ングのキーになる思考が比較思考であるという
ようにその重要度の差も見えてきた。
　また，ユニバーサルデザインの考え方は，学
習に困難を抱える子どももクラスのみんなと一
緒に楽しく勉強できる工夫を求めるものである
が，この違う文脈から生まれてきたユニバーサ
ルデザインの考え方とアクティブ・ラーニング
の考え方との間にかなりの共通点があることも
明らかになった。
　今後は，さらに特別支援を必要とする児童．
生徒に対して有効かつベースとなるアクティ
ブ・ラーニングの要素を明らかにしていきたい。

付記
　本論文に掲載された執筆者の所属は，研究当
時のものである。
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